
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気機械、特に車両用直流モータであって、多極の固定子が設けられており、該固定子
が、リング状のケーシングと複数の磁石（２）とを有しており、該磁石（２）が極ケーシ
ング（１）の内面に配置されており、磁石裂片防護装置（３）が設けられており、該磁石
裂片防護装置（３）が磁石（２）を、半径方向で内側に向かって回転子に対して遮蔽して
いる形式のものにおいて、磁石裂片防護装置（３）が方形のブランクから形成されていて
、周方向に磁石裂片防護装置（３）の軸方向長さにわたって延びていて重なっている領域
（４）を有しており、磁石裂片防護装置（３）の、軸方向に位置する端部（６，７）に、
それぞれ１つのセンタリングリング（８）が、磁石裂片防護装置（３）をセンタリングす
るために配置されて

いることを特徴
とする電気機械。
【請求項２】
　磁石裂片防護装置（３）が、組み付けられた状態で自動的に、半径方向外向きの予負荷
力を磁石（２）に加えている、請求項１記載の電気機械。
【請求項３】
　センタリングリング（８）がそれぞれ１つの先細りしている領域（９）を有している、
請求項１または２記載の電気機械。
【請求項４】
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おり、磁石（２）が極減少部（１０）を有しており、磁石裂片防護装
置（３）の前記重なっている領域（４）が極減少部（１０）に配置されて



　センタリングリング（８）が磁石（２）を極ケーシング（１）と磁石裂片防護装置（３
）との間に閉じ込めている、請求項１から３までのいずれか１項記載の電気機械。
【請求項５】
　緊締条片（５）が設けられており、該緊締条片（５）が磁石裂片防護装置（３）の外周
部に配置されていて、組み付けられた状態で２つの磁石（２）間に配置されている、請求
項１から４までのいずれか１項記載の電気機械。
【請求項６】
　磁石裂片防護装置（３）の、軸方向側の端部が、やや半径方向外側へ曲げられている、
請求項１から５までのいずれか１項記載の電気機械。
【請求項７】
　磁石裂片防護装置（３）が前記重なっている領域（４）に、段付けされた領域（１１）
を有しており、これにより、磁石裂片防護装置（３）が、組み付けられた状態で一定の内
径を有している、請求項１から６までのいずれか１項記載の電気機械。
【請求項８】
　磁石裂片防護装置（３）が前記重なっている領域（４）において、接着、溶接または係
止によって結合されている、請求項１から７までのいずれか１項記載の電気機械。
【請求項９】
　センタリングリングの前記先細りしている領域（９）が、円錐部として、または外側へ
湾曲させられた領域として、または内側へ湾曲させられた領域として、または段状に先細
りしている領域として形成されている、請求項１から８までのいずれか１項記載の電気機
械。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念部に記載した形式の、永久励磁式の電気機械、特に車両
用直流モータに関する。
【０００２】
　従来技術
　ドイツ連邦共和国特許出願公開第１１６００８０号明細書に基づいて、方形状の永久磁
石とこの永久磁石に装着された磁極片とによって固定子極が形成される直流モータが公知
である。永久磁石は極ケーシングに接着によって固定されている。この場合、固定子と回
転子との間の作業エアギャップは磁極片によって制限される。
【０００３】
　公知の直流機械では、例えば車両の過酷な運転環境におけるような種々異なる理由から
、次のようなことを、すなわち、永久磁石中の材料応力に基づいて裂断および亀裂が形成
され、この結果として小さい材料裂片または材料破片が永久磁石から剥離し得ることを、
高い信頼度で回避することができない。このような材料裂片が前記作業エアギャップ内に
到達する場合、回転子がひっかかって動かなくなるかまたはロックされることが起こり得
る。このことは、特にモータが車両における操舵力を助成するために使用される場合には
、危機的である。このことから、固定子の磁石と回転子との間へ円筒形の磁石裂片防護装
置を設け、しかもこの磁石裂片防護装置が２つのカバーリングによって固定子に保持され
るようにすることが提案された。
【０００４】
　発明の利点
　請求項１の特徴部に記載したように構成された、本発明による電気機械は、従来のもの
に比べて、当該電気機械に安価でかつ簡単に製作可能な磁石裂片防護装置が設けられてい
るという利点を有している。磁石裂片防護装置は方形ブランクから形成されていて、裂片
防護装置の軸方向長さにわたって延びていて重なっている領域を有している。したがって
、磁石の剥落する材料破片が固定子と回転子との間の作業エアギャップ内に到達すること
を防止する、簡単に製作可能な磁石裂片防護装置が得られる。この場合、前記重なってい
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る領域の重なりは、剥落した破片が作業エアギャップに向かって、前記重なっている領域
の両層間へ到達し得ないことを保証する。さらに、本発明によるセンタリングリングが設
けられており、このセンタリングリングは、磁石裂片防護装置の、軸方向に位置する両端
部に配置されている。このことによって、磁石裂片防護装置のセンタリングを実現するこ
とができる。これにより、長さにわたって一定でかつできるだけ僅かな作業エアギャップ
が得られる。したがって、本発明による電気機械は、特に、操舵不能な車両を防止するた
めに高い機能確実性が保証されていなければならない車両において、例えば操舵伝動装置
内の操舵力を助成するために使用することができるか、または制動力を導入するための電
気モータとして使用することができる。この場合、特に、車両の前記のような操舵不能な
状況を防止するための、目下使用されている過負荷クラッチの数を減らすこともできる。
【０００５】
　さらなる請求項に記載した構成によって、本発明による電気機械の有利な構成または改
良形が可能になる。
【０００６】
　この場合、特別に有利には、磁石裂片防護装置は、組み付けられた状態でこの磁石裂片
防護装置が自動的に半径方向外側に向かって磁石に当て付けられ、ひいてはその固有弾性
によってさらなる補助手段なしに位置保持されるように、形成されている。この場合、セ
ンタリングリングは付加的な安全装置として働く。
【０００７】
　組付けに際して自動式に得られる、迅速でかつ簡単なセンタリングを可能にするために
、センタリングリングはそれぞれ１つの先細りしている領域を有している。
【０００８】
　さらに有利には、センタリングリングは磁石を、極ケーシングと磁石裂片防護装置との
間に閉じ込めている。これにより、この閉じた空間から磁石裂片が外へ出てしまう可能性
は存在しない。
【０００９】
　改善された磁束を提供するために、磁石は有利には極減少部（ Polabhebung）を有して
いる。この場合、磁石裂片防護装置の前記重なっている領域は、特別に有利には前記極減
少部に配置されている。
【００１０】
　さらに有利には、磁石裂片防護装置の外周部に緊締条片が配置されており、これにより
、隣り合った２つの磁石間で緊締条片が緊締されることによって、磁石裂片防護装置の固
定が達成される。さらに、緊締条片は磁石裂片防護装置の回動を防止する。
【００１１】
　特別に簡単な組付けを可能にするために、磁石裂片防護装置の、軸方向側の端部は、有
利にはやや半径方向外側へ曲げられている。
【００１２】
　さらに有利には、磁石裂片防護装置の前記重なっている領域は、この重なっている領域
に半径方向外向きの段付け部が形成されるように、形成されている。このことによって、
重なり部は、磁石裂片防護装置が一定の内径を有するように形成することができる。これ
により、固定子と回転子との間のエアギャップは一定になる。
【００１３】
　意図しない解離を最大限確実に防止するために、磁石裂片防護装置の前記重なっている
領域は、有利には紛失しないように結合されている。このことは、例えば、前記重なって
いる領域同士の接着または溶接または係止等によって実現することができる。
【００１４】
　センタリングリングの前記先細りしている領域は、有利には円錐部として、または外側
へ湾曲させられた領域として、または内側へ湾曲させられた領域として、または段状に先
細りしている領域として形成されている。
【００１５】
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　本発明を、図面に示した実施例に基づき、以下の実施例の説明で詳しく説明する。
【００１６】
　実施例の説明
　図１および図２には、本発明の第１の実施例による磁石裂片防護装置３を示してある。
特に図１に示してあるように、磁石裂片防護装置３はほぼ円筒形に形成されていて、その
外周部に緊締条片５を有している。磁石裂片防護装置３は方形のブランクから製作されて
いて、重なっている領域４を有している。この領域４は、磁石裂片防護装置３の周方向に
重なるようにもしくは覆うように形成されていて、磁石裂片防護装置３の全軸方向長さに
わたって延びている。この場合、重なっている領域４は、磁石裂片防護装置の突合せ側の
両端部が接触し合うことを所定の周長さにわたって達成するために、予め規定された重な
り高さＨを有している。
【００１７】
　図２に示した組み付けられた状態で、磁石裂片防護装置３の緊締条片５は、２つの永久
磁石２，２間に配置されている。緊締条片５は断面で見てほぼＶ字形に形成されていて、
磁石裂片防護装置３を位置保持するために両磁石間で緊締されている。この場合、緊締条
片５は、磁石裂片防護装置３の回動を防止する回動防止装置としても働く。このことによ
って、磁石裂片防護装置３の重なっている領域４は、永久磁石２の極減少部１０に配置す
ることができる。この極減少部１０では、永久磁石２の厚さは、予め規定された値Ａまで
なだらかに減少される（図２参照）。したがって、重なっている領域４は、磁石裂片防護
装置の直径の半径方向外側に配置されており、磁石裂片防護装置３における一定の内径が
実現されることができる。このことによって、電気機械の固定子と回転子（図示せず）と
の間のエアギャップが一定に保たれるかもしくは公知先行技術に比べて出力上昇するほど
に減少され得ることが、保証される。
【００１８】
　磁石裂片防護装置３のセンタリングのために、円筒形状のこの磁石裂片防護装置３は、
２つのセンタリングリング８によってセンタリングされる。両センタリングリング８はそ
れぞれ磁石裂片防護装置３の、軸方向に位置する端部６，７に配置されている（図１参照
）。センタリングリング８は、先細りしているもしくは減径されている領域９を有してい
る。この領域９は、磁石裂片防護装置の組付け中、この磁石裂片防護装置の内側からセン
タリングを行う。この場合、磁石裂片防護装置が、センタリングリング８による付加的な
保持機能を果たすために、やや拡開させられることも可能である。しかしながらこの拡開
は、場合によっては剥落した磁石裂片が固定子と回転子との間のエアスペース内に到達す
ることを確実に防止するために、重なっている領域４に常時覆う部分が得られる距離まで
しか進めてはならない。さらに、言及しておきたいのは、磁石裂片防護装置３が次のよう
に、すなわち、組み付けられた状態で、半径方向外向きの拡開力を自動的に加えて、磁石
２に密接するように形成されていることである。
【００１９】
　したがって、本発明による磁石裂片防護装置によって、剥落したいかなる部分片（すな
わち磁石裂片）も固定子と回転子との間のエアギャップ内に到達しないことおよび極端な
事例では前記エアギャップ内で電気機械のロックを引き起こさないことを、保証すること
ができる。この場合、本発明による磁石裂片防護装置３は極めて簡単に構成されていて、
安価に製作されることができ、簡単に組み付けられることもできる。
【００２０】
　図３には、本発明の第２の実施例による磁石裂片防護装置３を示してある。第１の実施
例とは異なって、第２の実施例では、重なっている領域４に、段付けされた領域１１が形
成されている。これにより、重なっている領域４の内側の部分を、段付けされた領域１１
の段部に直接に当て付けることができる。このことによって、磁石裂片防護装置３の一定
の内径が達成されるので、前記重なっている領域に第１の実施例では存在する小さいずれ
は、除去されている。この場合半径方向に外側に向かって十分なスペースを得るために、
重なっている領域４は、磁石２の極減少部１０に配置されている。この極減少部１０では
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、磁石の厚さは、値Ａまでなだらかに減少されている（図２参照）。この他の点では、こ
の実施例は第１の実施例に対応しているので、第１の実施例についての説明を参照するこ
とができる。
【００２１】
　図４～図７には、センタリングリング８の、種々異なる可能な構成を示してある。図４
に示した実施例では、先細りしている領域９は円錐部として形成されている。さらに、切
欠き１２が円筒リング８に形成されている。この切欠き１２内には、磁石裂片防護装置３
、より正確には磁石裂片防護装置３の、軸方向側の端部が、その最終組付け位置に配置さ
れている。この場合、切欠き１２における軽度の緊締が考えられるので、磁石裂片防護装
置３とセンタリングリング８との間の確実な結合部が形成可能である。図５に示した実施
例では、先細りしている領域はやはり円錐形に形成されているが、磁石裂片防護装置３の
端部６には、半径方向外向きの領域１３が形成されている。これにより、簡単な組付けが
可能になる。図６による実施例は、内側へ湾曲させられた領域として形成されている、先
細りしている領域９を示している。図７に示した実施例は、外側へ湾曲させられた領域と
して形成されている、先細りしている領域９を示している。
【００２２】
　本発明のさらなる利点は、センタリングリング８によるセンタリングのほかに、場合に
よっては存在する製作公差を補償することもできることにある。さらに、センタリングリ
ング８は、組み付けられた状態で、磁石２が配置されている空間を完全に遮断することが
できる。これにより、磁石裂片が外側へ侵入し得る可能性は存在しない。
【００２３】
　このほかに、重なり合っている前記領域４はさらに、運転中に発生する温度変化を補償
する可能な手段を提供する。なぜならば、磁石裂片防護装置３は前記重なっている領域４
によって、防護機能が低下させられることなく、周方向に所定の範囲内で拡張可能である
からである。しかもそれにもかかわらず、固定子と回転子との間の一定のエアギャップは
、維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施例による磁石裂片防護装置の概略的な斜視図である。
【図２】図１に示した磁石裂片防護装置の概略的な断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例による磁石裂片防護装置の概略的な断面図である。
【図４】本発明によるセンタリングリングの１つの実施形態の概略的な断面図である。
【図５】本発明によるセンタリングリングの別の実施形態の概略的な断面図である。
【図６】本発明によるセンタリングリングのさらに別の実施形態の概略的な断面図である
。
【図７】本発明によるセンタリングリングのさらに別の実施形態の概略的な断面図である
。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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